
経済産業省のDXレポートによれば、95％の企業はDX（デジタルトランスフォーメーション）に全く取り組ん
でいないか、取組み始めた段階であり、全社的な危機感の共有や意識改革のような段階に至っていないとされて
います。
また、DXの定義は、データとデジタル技術を活用して、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、

組織、プロセス、企業文化、風土を変革し、競争上の優位性を確立することとしていますが、それらを推進する
ためには、社内においてDX活動をけん引するDX人材の育成が不可欠です。
生産性向上人材育成支援センターでは、令和４年度から生産性向上支援訓練カリキュラムモデルのうち「DX対

応コース」を選定・拡充し、中小企業・事業主団体等の“DX人材の育成”を支援しています。

訓練受講までの流れ
•センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します。

•相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

•所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。
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※相談内容によっては、少人数からでも受講できるオープンコースのご利用を提案する場合があります。

・自社業務に適切なITツールを選定したい
・POSシステムを活用して売上げを伸ばしたい

デジタル化と新たな生活様式の課題への対応課題

コース

訓練コースの
コーディネート

課題や方策の整理

訓練受講

DX対応コースでは、カリキュラムモデ
ルを３つの課題別に分類しており、そ
れぞれの課題解決に効果的な訓練コー
スをご提案しています。

○訓練で習得できる要素例
・デジタル化による業務改善
・新しい生活様式を踏まえた取組み
・新たな業務プロセスの導入や改善
・ビジネスモデルに関する取組み

○受講対象者 ○訓練日数
事業主の指示を受けた在職者 概ね１～５日（４～30時間）

○受講料（１人あたり・税込）
2,200円～6,600円

○訓練会場
自社会議室等を訓練会場と
することが可能です

（企業に講師を派遣します）

DX対応コースの概要

生産性向上人材育成支援センターでは、

中小企業等におけるDX人材の育成
を支援しています！

・システム化に伴うコストの考え方を知りたい
・物流全体の最適化・効率化を実現したい

業務プロセスの課題への対応課題

コース

・DXの推進を考えているが導入手順を知りたい
・システム開発に必要な発注者の役割を理解したい

ビジネスモデルの課題への対応課題

コース

～生産性向上人材育成支援センター(生産性センター)は、事業主の皆様の生産性向上に向けた人材育成を支援しています～

・DX（デジタルトランスフォーメーション）の導入
・ベンダーマネジメント力の向上 など

・失敗しない社内システム導入
・物流のIT化 など

・ITツールを活用した業務改善
・POSシステムの活用技術 など
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全46コース（2022年4月現在）

生産性向上支援訓練カリキュラムモデルについて、訓練目的による分類とは別に、3つの課題を切り
口として設定し、それぞれの課題解決に対応したコースを分類しています。また、企業のデジタル化を
下支えする「ネットワーク・セキュリティ」に関するコースを共通領域として設定しました。

ＤＸ対応コース一覧
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